
（別紙３）

～ 2026年　1月　23日

（対象者数） 18 （回答者数） 12

～ 2026年　1月　23日

（対象者数） 7 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 さらに、個人個人に合わせたプログラムを行いたい。

2 さまざまな集団プログラムや個別のSSTを行っていきたい。

3
送迎で抜けるときがあるので、人を増やして、人員の不足を

カバーしていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 従業員を増やせるように募集している。

2
さまざまな研修を受講できるようにしていきたい。職員の専

門性を高めていきたい。

3
部屋を区切ったりするなど、もっと有効な活用の仕方を探し

ていきたい。

集団療育と個別の療育をバランスよく取り入れている。

どちらかに偏る事業所が多い中、どちらも取り組めるよう

に、個別のプログラムの日と集団プログラムの日を分けてい

○事業所名

○保護者評価実施期間 2026年　1月　6日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2026年　1月　14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　1月　27日

事業所の強み（※）だと思われること 工夫していることや意識的に行っている取組等

SSTを実施している。

SSTを行い、得意なところを強化できるようにしていきた

い。

担当制を用いていることで、細かく見ることが出来ている。 毎日担当を変えたりして、さまざまな見方が出来るようにし

ている。

事業所の弱み（※）だと思われること 事業所として考えている課題の要因等

職員の数が足らない。 時間帯によっては、よく見れていない時がある。

研修をあまり受けれていない。 研修をあまり受けれていないので、職員の専門性が育ってい

ない。

広いようで狭い。

部屋はたくさんあるが、有効活用できていない。

事業所における自己評価総括表公表


